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が—ジ評論 視覚障害者と美術

裟多了 手で見るギャラ リー •TOM館長 村山 治江
.;’ 9:: ;::': :9:,：；．さ萎．， ：、9:祝：忍

日本では、 「国際化」という 言葉が流行 してい るようですが、一

体何をどう国際化するつ もりなのか と、何人かの外国人に たずねら

れて、返答に困ることがし ば しばです。国際化とは、まず自 分の国

の文化を国際的な立場、外からの視点で客観的に見ることか ら始ま

るのだと思います。そして、私がよく話題に出すのが、我が国の視

覚障害者のすぐれた造型作品のことです。

日本文化を紹介するのに「歌舞伎」 「能」 「すもう」、そのほか、

絵画・舞踊•音楽などなど、あらゆる分野で日本の伝統的、あるい

は現代的な文化活動を海外で見ることができます。

しかし、それらをひっ くるめて、私が自 信を持っ て、 諸外国より

すぐれたものと 言えるのは、 「盲学校生徒の造型作品」であるとい

うこと、それをどんなに私が声を大にして申し上げても、日本では

一部の関係者をのぞいて、ほとんど耳をかそうとしないのは、ほん

とうに残念なことです。

戦後まもない頃、人々がまだ豊かでなかった時から今日まで、盲

学校の教師と生徒とが一体となって、ひたすらに創りつづけ、創る

ということの限りないよろこびを次々と生徒に伝えた業績が、その

後の盲学校の美術教育の道標となったのです。この輝かしい事実は、

ニューヨークやロンドンなどの主な点字図書館で見ることができま

す。そして、この十数年間、静かな波紋を広げていった各盲学校の

美術活動は、日本の美術史の 1ページにぜひ加えられるべきではな

いでしょうか？

「視覚障害者 と美術 とは無縁なもの」と思われがちですが、決し

てそんなことはないのです。
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「手 で見るギャラリー •TOM」は、今年で 2 回目の「全国盲学

校生徒作品展」を 9月3日より 10月9日まで「16回リハビリテーシ

ョン世界会議」と同時期に開催いたしました。

今回、視覚障害関係のはとんどの団体が主体になって、大きなイ

ベントを組み上げました。これは、私の聞くところでは、前代未聞

の歴史的な大事件だそうです。

「手で見るギャラリー •TOM」の今日までの 5 年間は、 「彫刻

を手で見る」という未経験な試みに対して、視覚障害者や晴眼者と

ともに、とまどいと恐れを感じながらも、 多く の方々の協力に支え

られながら、数々の企画展と移動展を催 してまいりました。

そしてその間、私どもが常に残念に感じているのは、視覚障害者

も晴眼者も基本的な触覚美術教育を幼年期から受けたことがないと

いうことです。

10年前から、 パ リのポンビド ゥーセ ンタ ー 「子供のアトリ エ」で

は、触覚教育に多 くの知識を集めて取り組んでおり、その先進的な

実験を、ぜひこのたびの共同企画展「瞑想のための球体」 10月15日

から11月27日までを見て、 「触覚と美術」 「手で見る」ということ

について真剣に考えていただきたいと願っております。

盲学校の先生方の集りで、しばしば耳にするのは、生徒がどんな

に造型を楽しみ、才能をのばすことができたとしても、将来造型作

家として自立する社会的基盤のない日本では、美術を現在以上に重

視したり 、卒業後もつづけたりする上で、まわりの理解を得ること

はとてもむずかしいという 言葉です。全 くその通りだと思いますが、

アメリカでは盲人芸術家の自立のために、二つの大きな団体が組織

され、精力的 に活動して、すばらしい造型作品を生み出しているの

です。障害者 にかぎらずそれぞれの人々が、その才能を十分に発揮

できるような社会であってほしいし、それが私どもの希望する 2]世

紀的世界だと思うのです。
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編集後記

「盲人と造形芸術— 触覚フェス テ ィバ）レ '88」が 、 第 16 回リ ハ ビ

リテーション世界会議を機に 、東京 で開催されました。五つのイベ

ン トが同時に開かれたので、大きな反響を呼びました。ギャラリ ー

•TOM のこれまでの実績に加えて、 今回のイベン ト が 、 美術界や

盲学校の美術教育に 、また、 盲人の美術鑑買の環境に、よい 影響を

もたらしてくれることを期待したいものです。この催しについて、

高橋秀治さんが、少ない紙数にもかかわらず、みととに）レ ポ してく

ださいました。 意義や会場の雰囲気がわか っていただけたと思いま

す。さらに村山治江さんの 2ペー ジ評論、西村陽平さんと直居鉄さ

んの対談を併せて読んでいただければ、私たち 目の見えない 者でも

見逃 しがちな触覚による美的感覚の存在が、確かなものに映ってく

るのではないでしょうか。 この灯を消さないようにしたい ものです。

本誌 100号記念の論文募集の／切り期日が、 10月末日に迫 ってき

ました。ま だ御応募さ れていない方は、規定 （前号参照） を御ー読

の上、 ふるっ て御応募く ださい。 （田中徹二）
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